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４　その他の変数は Algesheimer, et al.（2005）の研究で用いられた変数と全く一緒であるが、会員活動への積極参加の
意向（Community Participation Intentions）だけは、ウェブ上の会員制サイトの活動に配慮し、書き込み（Community 




























































































いるし（Thompson, et al., 2005; Hollenbeck, 









報告も蓄積されている（Quinn, et al., 2005; 
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